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図 １トルコの地図
A－中央アナトリア地方・アンカラ県
B－マルマラ海地方・ブルサ県
C－マルマラ海地方・ブルサ県・ケレス地域
D－エーゲ海地方・キタフィヤ県
E－マルマラ海地方・バシケシル県
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Ⅰ はじめに
かつてヨーロッパ、アジア、アフリカに及ぶ広大な
領地を有したオスマン帝国、人々はイスラム文化の精
神性をもとに華麗かつ緻密に衣装や装飾品に表現し
た。それは宮廷のみならず庶民の間においても同様で
あった。そうした庶民の、衣装や装飾品の刺繍を中心
に、とくに、１９世紀後期から２０世紀中期の衣装や装飾
品における「刺繍」について検討してみる。
Ⅱ トルコの略史と地理
ここで簡単に歴史を振り返ってみると、中央アジア
の一部族であった遊牧民・突厥（チュルク族）は、中
央アジア北部を征服したあと、イラン、イラク、アル
メリアと西進、その間イスラム教に改宗して、アナト
リア（現在のトルコ中央部）に侵入、一部を支配下に
おさめた（１０３７年）。チュルク系の君主、オスマン族
は周辺の国々を次々に侵攻、版図を拡大していった。
オスマン帝国の時代は、帝国崩壊（１９２３年）までおよ
そ６００年の長きにわたり、とくに１６世紀から１９世紀に
かけてアジア、ヨーロッパ、アフリカと広大な領土の
拡大とともに繁栄したのは誰もが知るところである。
１３２６年、ブルサを首都としたオスマン帝国は、アナ
トリアを中心に、領土拡大に力をいれていた。
当時、コンスタチノーブル（後のイスタンブル）は
ビザンチン帝国（東ローマ帝国）の首都であったが、
１４５３年、オスマン帝国の第７代スルタン、メフメト２
世によりビザンチン帝国は滅ぼされ、コンスタチノー
ブルはオスマン帝国の首都となった。１９２３年よりアン
カラが首都になっている。
現在のトルコは、マルマラ海、エーゲ海、地中海、
黒海の４つの海と、ギリシャ、ブルガリア、シリア、
イラク、イラン、アルメリア、グルジアの７つの国に
囲まれ、国土は日本の約２倍である。
トルコはイスタンブルのあるマルマラ海地方、エー
ゲ海地方、地中海地方や、現在の首都アンカラがある
中央アナトリア地方、そして東及び東南アナトリア地
方、黒海地方の７つの地方があり、４７の県に分けられ
ている（図１）。
Ⅲ 刺繍の流れ
３大陸を征服した（１５１７年）オスマントルコは、イ
スラムの精神をもとにヨーロッパを含めた周辺の国々
からの影響を得て多彩な装飾を生みだした。
装飾の特徴は、絹糸をはじめ金銀糸、金属扁平糸な
ど変化にとんだ素材に加え、トルコ独自の技法にあ
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る。
トルコの刺繍技法は、例えばサテン・ステッチをサ
ルマ、コード刺繍をコルドン・トゥトマというよう
に、馴染みの技法もあるが、ムルバーやムシャバクの
ようにトルコ特有の技法が多いために、技法名はトル
コ語で示し、その方法に説明を入れた。
各技法は「Ⅶ刺繍技法」にまとめ、文中にある技法
は、例えばアンテップ・イシは、Ⅶ刺繍技法の①であ
るから、「技法①」とした。
刺繍の流れを見ると、オスマントルコ時代の１６世紀
は、幾何学模様をシンメトリーにあつかい、絹の刺繍
糸と金、銀色の扁平の金属糸の使用がみられる。刺繍
糸は赤、青、黄、茶、黒色が見られるが、色調は乏し
い。技法は布目を数えて刺すカウンテッド・ステッ
チ註１）である。
１７世紀は小さい文様を組み合わせた、シンメトリー
のボーダー柄が多い。金、銀糸も加わり、また色調も
増えてトマトの赤、サンゴのピンク、ルビーの赤、カ
フェオレの茶色が好まれた。
ランニング・ステッチで面を埋めたペセント・イシ
（技法⑬）のほか、マラシュ・イシ（技法⑩）註２）、や
コルドン・トゥトルマ（技法⑥）を中心に、アップリ
ケ、テル・クルマ（技法⑰）などの技法も見られる。
１８世紀になると、化学染料の登場やヨーロッパの刺
繍技法も加わり、さまざまな装飾を生み出された。し
かしこうした傾向は、ヨーロッパ化していくことを意
味する。
一方、トルコ独自の技法である、陰影をつけたペサ
ント・イシレメ（技法⑬）や、鈎針を用いたチェーン
ステッチ、スザニ（技法⑳）も、このころに多く見ら
れる技法である。
１９世紀は、ヨーロッパから入ってきた木綿刺繍糸の
使用で、色数の増加、ビーズや貴石など異なった素材
の出現や、刺繍ミシンも開発されている。しかしヨー
ロッパ化されるなか、文様もイスラム精神の抽象的な
ものから、具象的なものに移行していく。
１９世紀後半から２０世紀になると特に伝統技法は、伝
統技法は徐々に衰退の道を歩むようになる。
トルコの刺繍は、衣装やそれに伴う装飾品（腰帯や
腰飾り布、スカーフ）のほか、イスラムの儀式にかか
わる装飾品（婚礼用タオル、割礼式の祝い布、コーラ
ンや鏡のカバーなど）や、生活用品（ナプキン、壁掛
け、風呂敷、ハマム用サンダル）など、あらゆるもの
に施された。
Ⅳ 衣装について
１ 衣装の構成
地域により幾つかのパターンがあるが、特徴的な衣
装を構成別にみると、次のようである。
①たっぷりとゆとりのあるパンツ、シャルヴァル
（ alval）に、シミーズ、ギョムレク（Gömlek）を着
け、その上にワンピース、アンタリ（Entari 図２）
もしくは長着、ウチェテキ（Üçetek 図３）を着ける。
②パンツ、シャルヴァルにシミーズ、ギョムレクの
上に長着、ウチェテキ（Üçetek）、その上にジャケッ
ト、ジェプケン、（Cepken）を重ねる。
③パンツ、シャルヴァルにシミーズ、ギョムレクを
着け、ジャケット、ジェプケン（図１２、図１５）を着け
る。
④パンツ、シャルヴァルにシミーズ、ギョムレクを
着け、中着、イエレキ（Yelek）またはサルカ（Sarka）
を重ね、ジャケット（Ceket 図５）をはおる。
以上の衣装をつけ、頭にはスカーフ、チェヴレ
（Çevre）やオヤ（Oya）、帽子、フェス（Fes）など
をつける。
なお、以上の名称は、用いる素材や形、地域によっ
ても異なる。
各地域の衣装は、ベルベットをはじめ、サテン地、
木綿地に、金、銀糸や絹糸、毛糸などで装飾した。
衣装の刺繍材料で金、銀糸が多く登場するので、次
に説明する。
金、銀糸の種類はつぎのようである。形状は「図１８
金、銀糸の種類」を参照してほしい。
・カラプタン（Klaptan）
私たちの知る金、銀糸のことで、絹糸を芯に細い
金銀プレートを巻きつけたもの。
・シム（Sim）
細い糸もしくは細い糸を２本縒り合わせたもの。
・スルマ（Sirma）
細い糸を８～１０本縒り合わせもの。また金、銀糸
のこともいう。
・テル・クルマ（Telkirma）
金、銀の金属扁平糸。またそれを用いた技法のこ
ともいう。専用の扁平針がある。
・ティルチル（Tirtil）
細い金、銀糸をコイル状にしたもの。５～１０㎜ほ
どに切り、そのコイルを、木綿糸を通して止める。
なお、ここでの金糸、金プレートの素材は、真鍮や
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合金を含み、銀糸、銀プレートは、銀または合金が含
まれる。なお文中の金糸の太さや、止め糸（太さ）は、
日本の表示である。
特徴のある衣装５点を見てみる。いずれも成人の女
性のものである。
２ 各地域の衣装（図１）
A－中央アナトリア地方・アンカラ県
B－マルマラ海地方・ブルサ県
C－マルマラ海地方・ブルサ県・ケレス地域
D－エーゲ海地方・キタフィヤ県
E－マルマラ海地方・バシケシル県
Ａ－アナトリア地方・アンカラ県 （図２）
「アンカラ大学、衣装博物館所蔵品より」
年代－１９世紀中期
婚礼や祭礼に用いられるワンピース、アンタリ
（Entari）である。特に赤地または赤紫色のベルベッ
ト地に、金、銀糸で刺繍したものをビンダルル（Bin-
dallı）といい、マラシュ・イシ（Mara i i註２））した
ものである。つる草と花柄を施したトルコの代表的な
衣装である。
《ワンピース、ビンダルル（Bindallı）》
服地－ベルベット地
刺繍材料－スルマ、厚紙（台紙）、カタン糸３０番（止
め糸）
刺繍技法－マラッシュ・イシ（技法⑩註２））
Ｂ－マルマラ海地方・ブルサ県 （図３、図４）
年代－１９世紀中期
婚礼、祭礼などに用いられる衣装で、ワンピース形
のシャツ、ギョムレク（Gömlek）にゆとりのあるパ
ンツ、シャルヴァル（alvar）をつけ、脇をスリット
した長着、ウチェテキを着る。そしてバックル付ベル
ト、ケメル・トカス（Kemer tokasi）を着ける。
スリットを入れた長着の裾を腰ひもに挟むことで、
床に座る生活や作業の利便性がある。長着はつる草と
花柄を刺繍してある。
《長着ウチェテキ（Üçetek）》
＊ウチェとは３、テキとは腰から下、つまり腰から
下が３つに分かれた衣装のこと。
服地－サテン地
刺繍材料－スルマ、厚紙（台紙）、止め糸（カタン
糸３０番）
刺繍技法－マラッシュ・イシ（図４（技法⑩註２））
Ｃ－マルマラ海地方・ブルサ県ケレス地域（図５、図
６、図７、図８、図９、図１０、図１１）
年代－２０世紀前期
婚礼、祭礼などに用いられた衣装で、刺繍を施した
パンツ、シャルヴァル及びシミーズ、ギョムレクを着
け、その上に脇をスリットした長着、ウチェテキ、さ
らに中着、イエレキ（Yelek）を２枚重ね、幅広の帯
を締める。そして上着、ジェケト（Ceket）を羽織る。
最後に絞りのエプロン、オンルク（Onluk）をつける。
《長着、ウチェテキ（Üçetek）及び中着、イエレキ
（Yelek）》（図５、図６、図７）
服地－ブロード地
刺繍材料－蛇腹ブレード、化繊毛糸、スパンコー
ル、ビーズ
刺繍技法－ジンジル・イーネ（技法⑳）、シラ（技
法⑮）、チェプラズ・イーネ（技法⑤）
《シミーズ、ギョムレク（Gömlek）及びパンツシャ
ルヴァル（alvar）》（図８、図９、図１０、図１１）
服地－手織り木綿地（㎠／経１１、緯１４、厚さ０．８）
刺繍材料－中細毛糸
刺繍技法－シラ（技法⑮註２））
Ｄ－エーゲ海地方・キタフィヤ県（図１２、図１３、図１４）
年代－２０世紀中期
婚礼、祭礼などに用いられる衣装で、シャツの上
に、ゆとりのあるパンツ、シャルヴァルと、生命の木
の文様をマラシュ・イシ（色布入れ）を施したジャケッ
ト、ジェプケンの衣装である。
《ジャケット、ジェプケン（Cepken）》
服地－ベルベット地
刺繍材料－スルマ、厚紙（台紙）、カタン糸３０番（止
め糸）、ティルチル、木綿地（色布布）、スパング
ル及びビーズ
刺繍技法－マラシュ・イシ（図１４（技法⑩註２））
Ｅ－マルマラ海地方・バシケシル県（図１５、図１６、図
１７）
年代－２０世紀前期
婚礼、祭礼などに用いられる衣装で、シャツ、ギョ
ムレクの上に、ゆとりのあるパンツ、シャルヴルをつ
け、コード刺繍を施したジャケット、ジェプケンをつ
ける。コードは金銀糸を２本縒り合わせたものや、三
つ編みしたものを用いて花や葉を流線で表している。
《上着ジェプケン（Cepken）》
服地－ベルベット地
刺繍材料－コルドン、止め糸（カタン糸３０番）
刺繍技法－コルドン・トゥトルマ（図１７技法⑦）
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図２ A アナトリア地方・アンカラ県 図３ B マルマラ海地方・ブルサ県 図４ マラッシュ・イシ
図５ C マルマラ海地方・ブルサ県・ケレス地域
図６ 同 地域（後側）中央
図７ 長着及び中着の刺繍 右
図８ 同 地域 シミーズ 右下
図９ 同 地域 パンツ
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図１０ シミーズ、ダーニング・ステッチ
図１１ パンツ、ダーニング・ステッチ 右
図１４ 色布入れ
マラシュ・イシ図１３ 同 県（後側）
図１２ Dエーゲ海地方・キタフィヤ県
図１５ Eマルマラ海地方・バシケシル県 左
図１６ 同 県 （後側）中央
図１７ コルドン・トゥトマ 右
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Ⅴ 衣装の装飾品
ウエストの装飾には、金属ベルト（図３）や１腰帯、
腰飾り布がある。そして頭には２スカーフを着ける。
１ 腰帯と腰飾り布（図１９～図３０）
A－腰帯「クシャクとウチェクル」、B－腰飾り布
「ヤールク」について、筆者所蔵品の中から特徴的な
作品１２点を取り上げ、刺繍技法を見てみる。
刺繍素材の金糸は「図１８」を、刺繍技法は、「Ⅶ刺
繍技法」を参照のこと。
腰帯には、「ウチェクル」（短いという意味）と、「ク
シャク」（長いという意味）がある。
またクシャクは男性、ウチェクルは女性のものとす
る説もあるが、女性でも２回巻きするものもある。さ
らに長さもまちまちで、いずれのものかの判断は難し
い。そうした理由から、クシャクとウチェクルをまと
めて説明する。
１－A 腰帯［クシャ ク（Ku ak）とウチェクル
（Uçkur）］（図１９～図２３）
腰帯「クシャク」と「ウチェクル」は、後ろから前
にまわし、中央もしくは側面でしめる（図１５）。ベル
トの機能と装飾の役割をもつ。これらは１回巻きする
ものが多いが、２回巻きするものもある。刺繍は帯の
両端に施される。
所蔵品３１点から見る寸法は、幅２２㎝～３５㎝、長さ
１７６～２２０㎝位である。
図１９「イチジク」
年代－２０世紀中期
布地素材－麻平織り地
刺繍素材－絹糸、シム
刺繍技法－ムルバー（技法⑫）
寸法／㎝ ２３×１９６
図２０「アザミ」
年代－１９世紀後期
布地素材－モスリン地
刺繍素材－絹糸、シム
刺繍技法－ペサント（技法⑬）
寸法／㎝ ３３×２０２
図２１「アネモネ」
年代－２０世紀前期
布地素材－木綿楊柳地
刺繍素材－絹糸、シム、スパンコール
刺繍技法－ムシャバク（技法⑪）
寸法／㎝ ２３×２００
図２２「ボトル」
年代－２０世紀中期
布地素材－木綿楊柳地
刺繍素材－絹糸、シム
刺繍技法－ムルバー（技法⑫）
寸法／㎝ ２３×１８２
テル・クルマ
（金属扁平糸）
ティルチル
（コイル糸）
シム
（金糸）
カラプタン
（芯入れ金糸）
スルマ
（金糸撚糸）
コルドン
図１８ 金糸の種類
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１－A「クシャク、ウチェクル」
図２１「アネモネ」
図１９「イチジク」左上
図２０「アザミとつる草」
左中
図２２「ボトル」左下
図２３「ランプ」右
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図２３「ランプ」
年代－１９世紀後期
布地素材－木綿楊柳地
刺繍素材－絹糸、シム
刺繍技法－ムルバー（技法⑫）
寸法／㎝ １６×１８０
１－B 腰飾り布［ヤールク（Ya lik）］（図２４～図３０）
「ヤールク」はクシャクやウチェクルと比較すると、
幅が広く、丈は短いタオル形をしている。
装飾方法は２つあり、１つは丈を二つ折りし、図柄
をずらしてエプロンのように飾るもの、もう１つは、
幅の両端にタックをとり、後ろから前にまわし、前面
で合わせて垂らす（図１２）。いずれもその上からベル
トを締める。
刺繍は布地の両端に施され、所蔵品からみた寸法
は、幅４５㎝～５６㎝、長さ１２０㎝～１５５㎝位である。
図２４「つる草」
年代－２０世紀前期
布地素材－木綿地に絹糸織り込み地
刺繍素材－テル・クルマ、シム
刺繍技法－サルマ（技法⑭）、ペサント（技法⑬）
寸法／㎝ ４５×１４２
図２５「アザミ」
年代－２０世紀前期
布地素材－絹モスリン地
刺繍素材－絹糸、テル・クルマ、シム
刺繍技法－ペサント（技法⑬）
寸法／㎝ ４５×１４２
図２６「アザミ」
年代－１９世紀中期
布地素材－綿モスリン地
刺繍素材－スルマ
刺繍技法－サルマ（技法⑭）、アンテップ（技法
①）
寸法／㎝ ４５×１４２
図２７「アネモネ、チューリップ、ヒヤシンス」
年代－２０世紀中期
布地素材－麻平織り地
刺繍素材－絹糸、テル・クルマ
刺繍技法－ムシャバク（技法⑪）、サルマ（技法
⑭）、バルック（技法④）
寸法／㎝ ４９×１３０
図２８「チューリップ」
年代－２０世紀前期
布地素材－木綿と麻の混紡地
刺繍素材－絹糸、銀扁平糸
刺繍技法－ムルバー（技法⑫）
寸法／㎝ ４８×１５２
図２９「ヒヤシンス、バラ、チューリップ」
年代－２０世紀前期
布地素材－モスリン地
刺繍素材－絹糸、テル・クルマ
刺繍技法－シラ（技法⑮）、サルマ（技法⑭）
寸法／㎝ ５６×１５５
図３０「生命の木、船に人、蛍」
年代－２０世紀前期
布地素材－麻地
刺繍素材－絹糸、テル・クルマ
刺繍技法－ペサント（技法⑬）、ムシャバク（技
法⑪）、サルマ（技法⑭）
寸法／㎝ ４８×１２０
２ スカーフ［チェヴレ（Çevre）］（図３１～図３６）
儀式用のスカーフで、特に婚礼の花嫁の頭を覆う布
を、ゲリン・バシュ・ウルトゥ（Gelin baÖrtü）、ま
たドゥバク（Duvak）ともいう。
例えば魔除けの意味をもつ赤色（図３１）や、イスラ
ムの象徴の月と星（図３２）、つる草や花（図３３）など
の吉祥紋を用いる。例えばブルサ県のものに、生命の
木、モスク、花々などの刺繍（図３４）が見られる。
同じブルサ県でも、ケレス地域は周囲にビーズを付
けたスカーフ、チェヴレで頭を覆い、その上に多色
ビーズで埋めた帽子を被る。さらに花柄の刺繍のス
カーフをつける（図３５、図３６）ものである。
このなかで図３３や図３４は、貴重品など包む風呂敷、
ボフチャ（Bohça）としても用いる。
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１－B「ヤールク」
図２４「つる草」上
図２５「アネモネ」右上
図２７「生命の木、アネモネ、チューリップ、ヒヤシンス」
下
図２６「アザミ」上
図２８「チューリップ」左下
図２９「ヒヤシンス、バラ、アザミ」下
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図３１「赤色にプル」
年代－２０世紀前期～中期
布地素材－シルクオーガンジィ地
刺繍素材－プル（Pul スパンコール）、木綿糸
刺繍技法－返し縫い
寸法／㎝ ９０×９０
図３０「生命の木と船」
２ スカーフ［チェヴレ］
図３１「赤地にプル」上
図３２「月と星」左
図３３「チューリップにつる草」左下
図３４「モスク・生命の木・花」下
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図３２「月と星」
年代－１９世紀後期～２０世紀前期
布地素材－ガーゼ地
刺繍素材―テル・クルマ
刺繍技法－テル・クルマ（技法⑱）
寸法／㎝ ９０×９０
図３３「チューリップにつる草」
年代－２０世紀前期
布地素材－綿モスリン地
刺繍素材－シム、テル・クルマ
刺繍技法－ペサント（技法⑬）、サルマ（技法⑭）
寸法／㎝ ７６×７７
図３４「モスク、生命の木、花」
年代－１９世紀前期
布地素材－綿モスリン地
刺繍素材－絹刺繍糸、テル・クルマ
刺繍技法－ペサント（技法⑬）、ムシャバク（技
法⑪）、サルマ（技法⑭）
寸法／㎝ ９０×９０
図３５「バラ」、図３６（部分）
年代－２０世紀中期
布地素材－ガーゼ地刺繍素材－羊毛糸、ビーズ
刺繍技法－カナビチェ（技法⑨）
寸法／㎝ ７７×１５４
トルコの伝統刺繍は、衣装や装飾品のみならず、儀
式や生活用品にいたるものまで施された。
つぎに１婚礼用タオル、２マム用サンダル、３割礼
の祝い布、４壁飾り布を見てみる。
Ⅵ 儀式及び生活用品の装飾
１ 婚礼用タオル、ハヴル（Havlu）（図３７）
年代－１９世紀後期～２０世紀前
女性から男性に婚礼用に贈られるもので、男性が婚
礼前夜に髭をあたる儀式に用いた。これは儀式用に作
られるもので日常用ではない。儀式後室内に飾られ
る。
バスタオルほどの大きさで、中央部はタオル（パイ
ル）地に織られ、両端の平織したところに刺繍されて
いる。絹糸や金糸を用いて、生命の木（糸杉）やアネ
モネなどの吉祥の文様が施されている。
布地素材－木綿タオル地（両端平織地）
刺繍素材－絹刺繍糸、テル・クルマ
刺繍技法－ペサント・イシレメ（技法⑬）、テル・
クルマ（技法⑰）、サルマ（技法⑭）
寸法／㎝ ９０×９０＊（装飾用にタオル部分切り取り）
＊通常の長さは１２０㎝以上
２ ハマム用サンダル［タクンヤ（Takünya）］（図３８）
年代－２０世紀前期
木部に鳥文様の螺鈿細工を施し、先端は刻みをつけ
た瓢箪型の女性用サンダルである。鼻緒（ベルト）に
図３５「バラ」左
図３６ 同 刺繍 上
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チューリップ文様をマラッシュ・イシを施してある。
ハマム（公衆浴場）は女性が堂々と外出できる数少
ない社交の場であり、オシャレをする場であった。
ベルト・布地－ベルベット地、厚紙（芯）
布地素材－ベルべット地
刺繍材料－スルマ、ティルチル、木綿刺繍糸、スパ
ングル
刺繍技法－マラッシュ・イシ（技法⑩）
寸法／㎝ ２６×６．５幅（広い部分）変形瓢箪型
３ 割礼用祝い布［ペシケシュ（Pe ke ）］（図３９）
年代－２０世紀中期～後期
割礼式は、イスラム教徒の男児が行う行事である。
家族はもとより親戚、友人たちも加わって祝う。ご祝
儀にこの祝い布を添える。祝い布はいろいろな形にと
とのえ、儀式を終えた男児のベッドに飾られる。文様
や素材、装飾技法は様々である。
布地素材－木綿地
刺繍材料－木綿刺繍糸、シム、テル・クルマ
刺繍技法－テル・クルマ（技法⑰）
寸法／㎝ ６４×６５
４ 壁飾り［シュス（Süs）］（図４０）
年代－２０世紀前期
壁飾りの１つで、イスラム語で「マッシャラー（素
晴らしい）」と大きく書かれ、その下に「１月１２９３年、
コンヤ、スツウカ作」とイスラム暦で書かれている。
家の中に飾り魔除けにする。
布地素材－サテン地
刺繍材料－絹刺繍糸
刺繍技法－アトマ（技法③）
寸法／㎝ ７４×５４
図３７ 儀式用タオル 左上
図３８ ハマム用下駄 右上
図３９ 割礼、祝い布 左下
図４０ 壁飾り 右下
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Ⅶ 刺繍技法
解り難いいものだけに、図４１技法１及び図４２技法２
に記した。なお図４１技法１（サンプル）は実物の約
１２０％である。
刺繍素材－麻地
刺繍材料－絹糸
①アンテップ・イシ（Antep i i）（図１４、図４１）
ドロンワークの一種で、刺繍した図柄の周囲を、
ヘムステッチでかがる方法。
②アテキ（Atki）（図４２）
一定の間隔で縦、横、斜めに糸またはプレートを
置き交差したところを、別糸でクロスステッチして
止める方法。
③アトマ（Atma）
ブハラ・イーネ（Buhara i ne）ともいう。広い
面を埋める方法。１本の糸を渡し、間を止めながら
戻る。次に最初に渡した糸と平行に糸を渡し止めな
がら戻る。以上を繰り返し、面を埋める方法であ
る。コーチング・ステッチのこともいう。
④バルック・シリ（Balik sirti）（図４１）
中心が重ならないフィシュボーン・ステッチ。
⑤チャプラズ・イーネ（Çapraz i ne）
ヘリンボーンステッチのこと。
⑥チェクメ・アジュル（Çekme Ajur）（図４１）
ドロンワークの一種で、縦糸（又は横糸）を抜き、
残った横糸（又は縦糸）をすくってウイービングし
たもの。
⑦コルドン・トゥトルマ（Cordon tutturma）（図４２）
コードステッチのことで、コードをコーチングス
テッチで止める方法。
⑧ギョゼメ（Gozeme）
アウトラインステッチを用いて区分けすること。
また隣り合わせた色を変える、また技法を変える方
法で区分けする方法のこと。
⑨カナビチェ（Kanaviçe）
クロスステッチのこと。
⑩マラシュ・イシ（Maraii）（図４２）
ディヴァル（Dival）刺繍ともいう。マラシュと
はアナトリア地方にある地名で、当初ここで制作さ
れた。図柄（厚紙など）を貼り付け、それを芯に金
銀糸でサーフェス・ステッチしたもの。
⑪ムシャバク（Mushabak）（図４１、図４２）
布目を決められた順序で規則的に（横、斜め）す
くい、斜めの移動を繰り返す。横、斜線の模様がで
きる。表裏同じ模様になる。
⑫ムルバー（Mürver）（図４１、図４２）
布目を決められた順序で（縦、横）すくいながら
斜め移動する。横、縦線の模様ができる。表裏同じ
模様になる。
⑬ペサント（Pesent）（図４１）
トルコ刺繍の中でも最も古くから用いられた技法
で、ランニング・ステッチで図柄を埋める方法であ
る。これを濃淡をつけて刺す（ロングアンドショウ
トステッチのように）ものは、「ペサント・イシレ
メ」という。花びらなどのぼかしに多く用いられる。
またランニング・ステッチもしくはダーニング・
ステッチのこともいう。
表側 裏側
①
⑥
⑪
⑭
⑫
⑪
⑬
④
図４１ 技法１（サンプル）
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⑭サルマ（Sarma）（図４１）
トルコ技法の１つでサテン・ステッチのこと。
⑮シラ（Sira）
ランニング・ステッチのこと。
⑯シルマ（Sirma）
金銀糸・シム（Sim）を入れた刺繍のこと。
⑰テル・クルマ（Tel kirma）（図４２）
扁平金属糸のこと。また折って曲げるという意味
で、技法名でもある。またバルトン・イシ（Bartin
isi）ともいう。バルトンとは黒海地方の地名であ
る。
⑱テル・シルマ（Tel sirma）
金属糸で面を埋めること。または巻き縫いで細い
コード状に刺す方法。
⑲ゼルドズ（Zerduz）（図４２）
金銀糸・シム（Sim）でコーチング刺繍したもの。
⑳ジンジル・イーネ（Zincir i ne）
チェーン・ステッチ、あるいは鈎針を用いた
チェーン・ステッチのこと。なお、鈎針を用いた
チェーン・ステッチをスザニ（Suzani）ともいう。
Ⅷ まとめ
衣装について
衣装に最も多く用いられる技法は、金、銀糸を用い
たマラッシュ・イシ（Maraii）と、コルドン・トゥ
トルマ（Cordon tutturma）である。
マラッシュ・イシは、ディヴァル・イシ（Dival ii）
ともいう。ベルベット地に金・銀刺繍をしたワンピー
スは、ビンダルル（Bindallı）といい、トルコの代表
的な衣装でもある。ブルサをはじめ、アンカラなど都
市部に多く見られる。
次に多いのがコルドン・トゥトルマで、太めの糸を
用いて花や葉、ペイズリー、つる草などの文様を流線
的な文様に描くものである。バシケシルやイズミール
なの地中海地方のほか、マルマラ海東部、アナトリア
地方にも見られる。
その他には、厚地の白色木綿地に布目を拾ったダー
ニング・ステッチやクロス・ステッチがあり、マルマ
ラ海及びエーゲ海地方に見られる。
文様について
文様はイスラム教の偶像礼拝禁止の教えから、花や
つる草、糸杉（生命の木）など自然界のものを抽象化
したものが多い。
花は自国の、つまり日常目にするものが題材にな
る。
植物で多く用いる文様は、チューリップ（図２７、図
２８、図３３）やアネモネ、バラ、アザミ（図２０、図２６、
図２９）、ヒヤシンス（図２７、図２９）などの草花やつる
草（図２０、図２４）、のほか生命の木（図２７、図３０、図
３９）である。
文様はすぐにそれと分かるもの（図２８チューリップ
や図３７、図３４の糸杉）、それに対して図２７の糸杉（オ
レンジ色）はすぐにはそれと解らないほど抽象化され
ている。これは図３７のような糸杉が少しずつ変化をし
たものと考えられている。
文様が似ていて判断できないものもある。「バラ」
か「アネモネ」（図２１、図２５、図２６）か、こうした場
合周囲の葉で判断することが多いが、必ずしも花と葉
は同一するとは限らない。つまり文様を断定できない
図４２ 技法２
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ものも多い。
文様に意味を持つものに、例えば婚礼用タオル「図
３０生命の木と舟」は、中心に生命の木を配し、人を乗
せた舟は人生の門出、両側には成長を意味する若木も
しくはつる草、蛍は闇夜を照らすなど吉祥紋が多く施
されている。
生き生きとのびる枝や根（図３３、図３４）も、生命力
を表わしている。
ザクロやイチジクの実（図１９）も種（粒）の多さで、
多産の象徴である。また、イチジクやザクロの赤は呪
術的な意味を持つものといわれる。
生き物を題材にすることは少ないが、魚、鳥、鹿など
がある。魚は海に近い地域で見られ、卵を沢山産むこ
とから多産の象徴（図１２のパンツの織柄）である。
鳥は（図３８下駄の螺鈿細工）嘴がイスラムの月に似
ていることから用いられる。クジャクは古代的呪術シ
ンボルで使われ、鹿は角が伸びることから生命の力を
表す。
また生活習慣から生まれたものに、ボトル柄（図２２）
がある。娘がボトル柄の腰帯を着けると、結婚願望を
周囲に伝える意味である。
イスラムの精神性
トルコの刺繍は、緻密で繊細、かつ完璧な作品であ
る。しかし注意深く見ると、例えば花びらの枚数や
形、色をごく僅か、わざと変えてある。
これは「完全をなせるのは神（ムハンマド）のみ。
私たち人間には成し得ない」との考えからである。
おわりに
２０年くらい前であろうか、トルコ・イスタンブルの
アンティクショップで目にしたのが 長い手ぬぐい状
の刺繍布であった。それは白地木綿地で１目が２㎜足
らずの布目を拾って刺した緻密かつ繊細、そして美し
い色合い。さらに驚いたのが裏表のない刺繍（正確に
は表裏はある。図４１）で、初めて見る技法であった。
それが婚礼用の腰布とは後でわかったことだ。
現地を訪れるたびに布を探し、古本屋で本を探しト
ルコ語で調べた。衣装は素材やほんの少しの形の違い
で異なる。刺繍技法の複雑さに加え、トルコ語の変化
はさらに困難なものにした。
次回は今回取り上げられなかった地域、例えばアジ
アから直接移民してきた人たちの集落、他国と隣接し
ている地域、そうしたところのものをまとめてみた
い。
研究をまとめるにあたり、アンタルヤAzize Kah-
raman 専門学校のBucan 先生、アンカラGaze 大学の
Bilge 先生、イスタンブルのBeyoglu 専門学校の
Ayten 先生、また資料の収集のお手伝い及び通訳をお
願いしたアンタルヤ在住の野中幾美さん、皆様のご協
力に深く感謝申し上げます。
註
註１ カウンテッド・スレッドステッチ（Counted
thread stitch）
布目を数えて刺す技法（区限刺繍）のこと。
川口素子「ルーマニアの民族衣装における区限刺繍
について」（「杉野服飾大学・杉野服飾大学短期大学
部紀要」６号、２００７、p４２～４３）
註２ マラシュ・イシ（Mara  i i）川口素子「トル
コのMara 刺繍とその応用技法」（「杉野服飾大
学・杉野服飾大学短期大学部紀要」１号、２００２、
p３９～４７）
註３ スカーフ、オヤ（Oya）
ふち飾りを施したスカーフ（Oya）のことで、縫
い針で作るイーネ・オヤ（I
 
ne oya）、鈎針編み
トゥ・オヤ（Tig oya）、ビーズを使ったボンジュ
ク・オヤ（Boncuk oya）などがある。
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Istanbul「Military Musum」
Istanbul「Sadbek Hanim Muzesi」
参考衣裳及び装飾品
Ａ－アナトリア地方・アンカラ県（図２）
アンカラ大学、衣装博物館所蔵品
Ｂ－マルマラ海地方・ブルサ県（図３）
Ｃ－マルマラ海地方・ブルサ県・ケレス地区（図５、
図６）
Ｄ－エーゲ海地方・キタフィヤ県（図１２、図１３）
Ｅ－マルマラ海地方・バシケシル
Aはアンカラ大学博物館の許可を得て、それ以外
のB、C、D、Eの衣装及び腰帯、スカーフ、エプ
ロン、儀式用タオル、ハマム用サンダルは筆者所蔵
品を筆者が撮影した。
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